


























































































令和 4 年 9 月 30 日 

北海道電力株式会社 

－1－ 

泊発電所３号炉 審査取りまとめ資料 

比較対象プラントの選定について 

本資料は、泊発電所３号炉（以降、「泊３号炉」という。）のプラント側審査において地震・

津波側審査の進捗を待つ期間があったことを踏まえた、審査取りまとめ資料（以降、「まとめ

資料」という。）の比較対象プラントの選定について整理を行うものである。 

⚫ 整理を行う経緯は、以下の通り

➢ 泊３号炉のプラント側審査が地震・津波側審査の進捗待ちとなった期間において、他

社プラントの新規制基準適合性審査が実施され、まとめ資料の充実が図られた。

➢ 泊３号炉が、まとめ資料一式を提出した 2017年 3月時点での新規制基準適合性審査

は PWRプラントが中心であったが、現在は BWRプラントが中心となっており、そ

れぞれの炉型の審査結果が積み上がった状況にある。

➢ 泊３号炉は PWR であり、PWR 特有の設備等を有することから、まとめ資料に先行

の審査内容を反映する際には、単純に直近の許可済み BWRプラントを反映するので

はなく、適切な比較対象プラントを選定した上で反映する必要がある。

⚫ 比較対象プラントを選定する考え方は、以下の通り。

【基準適合に係る設計を反映するために比較するプラント（基本となる比較対象プラント）

選定の考え方】 

各条文・審査項目の要求を満たすための設備構成・仕様、環境、運用を踏まえ、許可済

みプラントの中から、新しい実績のプラントを選定する。具体的には以下の通り。 

✓ 炉型に拠らず共通的な内容については、泊３号炉の地震・津波側審査が進捗した時

点（2021年 7月）で直近に許可済みであった女川２号炉を比較対象として先行審査

知見の取り込みを行う。なお、同時期に審査が行われ、女川２号炉に次いで許可を

受けた島根２号炉については、女川２号炉と島根２号炉の差異を確認し、島根２号

炉との差異の中で泊３号炉の基準適合を示すために必要なものは反映する。

✓ 炉型固有の設備等を有する場合については、PWR プラントの新規制基準適合性審

査の最終実績である大飯３/４号炉を選定する。

✓ 個別の設計事項に相似性がある場合（例えば３ループ特有の設計等）、大飯３/４号

炉以外の適切なプラントを選定する。

【先行審査知見※１を反映するために比較するプラント選定の考え方】 

炉型に拠らないことから、まとめ資料を作成している時点で最新の許可済プラントと

する。具体的には以下の通り。 

✓ 泊３号炉の地震・津波側審査が進捗した時点（2021年 7月）で直近に許可済みであ

った女川２号炉を比較対象として先行審査知見の取り込みを行う。なお、同時期に
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審査が行われ、女川２号炉に次いで許可を受けた島根２号炉については、女川２号

炉と島根２号炉の差異を確認し、島根２号炉との差異の中で泊３号炉の基準適合を

示すために必要なものは反映する。 

※１ 主な事項は、以下の通り

✓ これまでの審査の中で適正化された記載

✓ 基準適合性を示すための説明の範囲、深さ

✓ 設置（変更）許可申請書に記載する範囲、深さ

⚫ 上述に基づく検討結果として、「基準適合に係る設計」と「先行審査知見」を反映するた

めに選定した比較対象プラント一覧とその選定理由を別紙１に、条文・審査項目毎の詳

細を別紙２に示す。

➢ 別紙１：比較対象プラント一覧

➢ 別紙２：比較対象プラント選定の詳細

以上 



別紙1

比較対象 選定理由

大飯３／４号炉 系統構成の類似等 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉
４４条以降のSA設備の多くがPWRプラント設計を

踏まえたものであるため
女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉 重大事故等への対応に用いる具体的な手順の類似 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 原子炉施設に共通の要求に係る条文であるため 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

大飯３／４号炉 系統構成の類似等 女川２号炉 女川ー泊ー大飯

女川２号炉 BWRの方が記載内容が充実しているため 大飯３／４号炉 女川ー泊ー大飯

島根２号炉 最新審査実績のため 島根２号炉 島根

技術的能力（添付書類五） －

品証（添付書類十一） －

プ

ラ

ン

ト

S

A

共

通
火災（第41条） 概ね説明済み

設

備

・

技

術

的

能

力

1.0 43条 共通（1.0.2（保管アクセス）以外） 概ね説明済み

1.19 62条 通信連絡 概ね説明済み

1.17 60条 監視測定 概ね説明済み

プ

ラ

ン

ト

S

A

通信連絡設備（第35条） 概ね説明済み

監視設備（第31条） 概ね説明済み

内部火災（第8条） 概ね説明済み

プ

ラ

ン

ト

D

B

基準適合に係る設計を反映するための比較
先行審査知見を反映

するための比較対象
比較表の様式主な審査項目 ステータス

●大飯３／４号炉 ●女川２号炉 ●それ以外の場合

凡例

上段：設備まとめ資料

下段：技術的能力まとめ資料

比較対象プラント一覧
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較
対
象
プ
ラ
ン
ト
選
定
の
詳
細
（
技
術
的
能
力
）

 
別
紙
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【
1.

0
：
共
通
】

 

項
目
 

内
容
 

基
準
適
合
に
係
る
設
計
を
 

反
映
す
る
た
め
に
 

比
較
す
る
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
名
 

大
飯
３
／
４
号
炉
 

具
体
的
理
由
 

当
該
条
文
は
，
重
大
事
故
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能

力
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
共
通
の
要
求
に
係
る
条
文
で
あ
る
が
，
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
を

用
い
た
格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
，
格
納
容
器
水
素
イ
グ
ナ
イ
タ
に
よ
る
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
低
減
対

策
等
，
PW
R
と

BW
R
で
は
重
大
事
故
等
へ
の
対
応
に
用
い
る
具
体
的
な
手
順
等
が
異
な
る
た
め
，
基
準
へ
の

適
合
性
を
網
羅
的
に
比
較
す
る
観
点
か
ら
大
飯
３
／
４
号
炉
を
選
定
す
る
。
 

先
行
審
査
知
見
を
 

反
映
す
る
た
め
に
 

比
較
す
る
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
名
 

女
川
２
号
炉
 

反
映
す
べ
き
知
見
を
 

得
る
た
め
の
主
な
方
法
 

①
比
較
表
に
よ
る
比
較
：
比
較
表
に
掲
載
し
，
先
行
審
査
知
見
（
基
準
適
合
上
で
考
慮
す
べ
き
事
項
，
記
載

内
容
の
充
実
を
図
る
べ
き
点
）
の
比
較
・
整
理
を
行
い
，
そ
の
結
果
，
必
要
と
判
断
し
た
内
容
を
反
映
し

た
。
（
文
言
単
位
の
比
較
は
行
わ
な
い
）

［
事
例
］
複
数
号
炉
同
時
被
災
時
の
体
制
（

1
,
2
号
炉
運
転
員
の
追
記
）。

参
集
要
員
の
要
員
数
，
参
集

に
要
す
る
時
間
に
つ
い
て
。

②
資
料
構
成
の
比
較

※
：
当
該
条
文
の
ま
と
め
資
料
の
構
成
に
つ
い
て
比
較
・
整
理
を
行
い
，
そ
の
結
果
，

基
準
適
合
性
の
網
羅
的
な
説
明
に
必
要
な
資
料
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
当
該
方
法
の
選
定
理
由
）
 

①
当
該
条
文
は
，
重
大
事
故
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術

的
能
力
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
係
る
共
通
の
要
求
に
係
る
条
文
で
あ
り
，
文
章
構
成
も
同
等
で
あ

る
こ
と
か
ら
，
比
較
表
形
式
で
の
比
較
に
よ
り
先
行
審
査
知
見
の
確
認
が
可
能
な
た
め
。

②
資
料
構
成
の
比
較
・
整
理
に
よ
り
基
準
適
合
性
の
説
明
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
充
足
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
。

※
女
川
２
号
炉
と
の
資
料
構
成
の
比
較
に
加
え
、
PW
R
の
先
行
審
査
実
績
の
取
り
込
み
の
総
括
と
し
て
、
大
飯
３
／
４
号
炉
の
ま
と
め
資
料
の
作
成
状
況
（
資
料
構
成
と
内
容
）
を

条
文
・
審
査
項
目
毎
に
確
認
し
、
基
準
適
合
性
の
網
羅
的
な
説
明
に
必
要
な
資
料
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。



泊発電所３号炉 設置変更許可申請に係る審査取りまとめ資料の比較表に係るステイタス整理表

1.0 重大事故等対策における共通事項

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇※1

※1 表1.0.1「重大事故等対策における手順書の概要」及び表1.0.2「重大事故

等対策における操作の成立性」については，技術的能力1.1～1.19にて整備する

手順等に係る概要，要員数，想定時間等を整理した資料であるが，技術的能力

1.1～1.19に係る基準適合方針については各項目のまとめ資料にて整理している

ことから比較表を作成していない。

添付資料 1.0.1 本来の用途以外の用途として使用する重大事故等に対処するための設備に係る切替え

の容易性について

添付資料1 . 0 . 1 本来の用途以外の用途として使用する重大事故等に対処するための設備に係る

切替の容易性について
〇 ×

添付資料 1.0.2 可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートについて 添付資料1 . 0 . 2 可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートについて - - 後日提出

添付資料 1.0.3 予備品等の確保及び保管場所について 添付資料1 . 0 . 3 予備品等の確保及び保管場所について 〇 ×

添付資料 1.0.4 外部からの支援について 添付資料1 . 0 . 4 外部からの支援について 〇 ×

添付資料 1.0.5 重大事故等への対応に係る文書体系 添付資料1 . 0 . 5 重大事故等対策に係る文書体系 〇 ×

添付資料 1.0.6 重大事故等対応に係る手順書の構成と概要について 添付資料1 . 0 . 6 重大事故等対策に係る手順書の構成と概要について 〇 ×

添付資料 1.0.7 有効性評価における重大事故対応時の手順について 添付資料1 . 0 . 7 有効性評価における重大事故等対応時の手順について 〇 ×

添付資料 1.0.8 自然災害等の影響によりプラントの原子炉安全に影響を及ぼす可能性がある事象の対

応について

添付資料1 . 0 . 8 自然災害等の影響によりプラントの原子炉安全に影響を及ぼす可能性がある事

象の対応について
〇 ×

添付資料 1.0.9 重大事故等対策の対処に係る教育及び訓練について 添付資料1 . 0 . 9 重大事故等対策に係る教育及び訓練について 〇 ×

添付資料 1.0.10 重大事故等時の体制について 添付資料1 . 0 . 1 0 重大事故等時の体制について 〇 ×

添付資料 1.0.11 重大事故等時の発電用原子炉主任技術者の役割について 添付資料1 . 0 . 1 1 重大事故等時の発電用原子炉主任技術者の役割等について 〇 ×

添付資料 1.0.12 東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故教訓を踏まえた対応について 添付資料1 . 0 . 1 2 東京電力福島第一原子力発電所の事故教訓を踏まえた対応について 〇 ×

添付資料 1.0.13 重大事故等に対処する要員の作業時における装備について 添付資料1 . 0 . 1 3 発電所災害対策要員の作業時における装備について 〇 ×

添付資料 1.0.14 技術的能力対応手段と有効性評価 比較表 技術的能力対応手段と運転手順等 比較表 添付資料1 . 0 . 1 4 技術的能力対応手段と運転手順書との関連表 〇 ×

添付資料 1.0.15 原子炉格納容器の⾧期にわたる状態維持に係る体制の整備について
添付資料1 . 0 . 1 5 原子炉格納容器の圧力及び温度が通常運転時よりも高い状態が⾧期にわたる

場合の体制の整備について
〇 ×

添付資料 1.0.16 重大事故等時における停止号炉の影響について 添付資料1 . 0 . 1 6 重大事故等の発生時における停止号炉の影響について 〇 ×

添付資料1 . 0 . 1 7 設計基準事象及び重大事故等対応における１ 次冷却材温度変化率の制限適用

の考え方について
〇 ×

添付資料1 . 0 . 1 8 重大事故等時の初動対応体制の強化等について 〇 ×

添付資料1 . 0 . 1 9 重大事故等時における単独操作について 〇 ×

比較表を作成していない理由

基準適合性を確認するために必要な評価方針は、本文に記載されており比較表

を作成し考察しているため、比較表を作成していない。

まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由女川 泊

まとめ資料の作成を不要とした理由

添付資料

プラント 泊３号炉 作成状況



技術的能力1.0

本文 添付資料【アクセスルート】

資料構成 資料概要 まとめ資料・比較表を作成していない理由

本文 設置変更許可申請書本文及び添付書類十
に記載する内容を記載した資料

添付資料 評価方針に基づき実施した評価結果等を
とりまとめた資料

基準適合性を確認するために必要な評価方針は、本文に記載
されており比較表を作成し考察しているため、比較表を作成
していない。

泊３号炉 「比較表」の作成範囲

①

① 添付資料のうち、添付資料1.0.2「可搬型重大事故等対処設
備保管場所及びアクセスルートについて」は比較表を作成する
（後日提出）

※（）書きは泊と女川で資料名が異なる場合の女川の資料名称
破線の四角は泊になく、女川にしかない資料

泊3号作成範囲

女川2号作成範囲

比較表作成範囲

添付資料【アクセスルート以外】
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